
イクシモルームでは「育仕両立」をテーマにユニークなプログラムを提供中。
イクシモは旭化成ホームズ×お母さん⼤学が実験中の協働事業です。

お父さん・お母さんのための育仕両立支援プログラム

　イクシモ会員へ登録後、オリエンテーションに参加。さまざまなプログラムや

イベントを通して、復帰後に役立つ育仕両立（育児と仕事の両立）のノウハウ、

育児/イクシモ経験の活かし方などを学びます。時間が取れない方のために、1⽇
で学べる「1DAY イクシモ講座」もご⽤意。いずれも事前予約制です。
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新潮文庫刊／1210円

　世⽥谷界隈の書店に、平積みされている⼀

冊。世⽥谷区船橋にある中高⼀貫校、恵泉女学

園の創立者・河井道をモデルにした⼤河⼩説。

この地域の学校に通う姪っ子にプレゼント。私

も地元民として、読んでみようと思います。皆

さんも⼿に取ってみませんか？（岡村）

世田谷 PICK UP

　「まほろば」とは⼤和の国を指す古語で 、素晴ら
しい場所、住みよい場所の意。⽇本の伝統を守り、

美味しくて美しい季節の和菓子を通して、地域の皆

さんが集えるお店づくりをしている。

まほろ堂　蒼⽉

●世田谷区宮坂1-38-19
ウィンザーパレス 103
●営業時間10:00〜18:00
●定休　⽉＋不定休
　※⽉曜が祝⽇の場合は翌火曜が定休

　3⽉をもちまして、イクシモスタッフを離
れることになりました。イクシモが⽬指す

「育仕両立」の実現に向け、まだ志半ばでは

ありますが、これからも皆様の育児も仕事

も、ますます充実していくことを、

心より願っております。これまで

あたたかく支えていただき、本当

にありがとうございました。

　　　　　　            　 （植地宏美）
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あむむ幼児冷凍食

試食・相談会

10:00〜15:00

1DAYイクシモ

プログラム

育休応援企画

7名様限定
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 4月2⽇（⽊）10 : 30〜12 : 00

ミッションガチャを

クリアして育仕力UP!

ココロの充足
共感できる仲間、両立を支える

つながりを⼤切にしています

安心のコミュニティ
両立に必要なスキルを身につ

け、笑顔で復職を⽬指します

仕事に活きるスキル
実証実験中、すべてのプログラム

が無料で受けられます

受講料フリー
育休中の不安に寄り添い育児を

心から楽しむためのプログラム

　人材紹介会社で、外国人の在留資格

（ビザ）申請業務を担当しています。

　かつては常に気を張り、仕事とワン

オペ育児に奔⾛する毎⽇でした。転機

となったのは3年前、長男の育休明けの
こと。無理がたたり、適応障害を経験

したのです。

　辛い出来事でしたが、立ち⽌まった

からこそ「育児も仕事も、どちらも⼤

切にしたい」という今の強い想いに至

ったのだと感じています。

　現在は次男の育休中。久しぶりの0歳
児育児を楽しみながら、⾃分⾃身のバ

ランスを整えるかけがえのない時間を

過ごしています。

　ずりばいで一生懸命動く姿に懐かし

さと愛おしさがこみ上げ、日々の小さ

な幸せを噛み締める毎日です。 
　イクシモは「今」を慈しみながら、

同時に「未来」を前向きに描くきっか

けをくれる場所。これからも楽しみな

がら、私らしい「育仕両立」のあり方

を探究し続けたいです。
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イクシモルーム

（ヘーベルハウス展示場１F）
オークラランド住宅公園

運
営

旭化成ホームズ株式会社

（住宅事業東京本部マーケティング室）

お母さん大学

 ikushimo@okaasan.co.jp

 0120-332-780
｜所在｜〒156-0053 東京都世田谷区桜3-24-8

（株式会社お母さん業界新聞社）
｜受付｜月・⽊ 10:00〜16:00

イクシモ公式

らんたん

　2023年の春、新規事業としてスタートした
イクシモ（旭化成ホームズ × お母さん⼤学）
は、皆様のお⼒添えのおかげで、2026年度も
継続が決定しました。心よりありがとうござ

います。4⽉からはこれまで以上にプログラ
ムを充実させ、皆様の「育児も仕事も」より

輝く時間となるよう、共に学び合いながら進

めてまいります。イクシモへお越しの際は、

最新スケジュールをご確認のうえ、

フォームからお申込みください。

Information

今年度、イクシモ継続決定！

　離乳食を卒業する1歳半～3歳半は、一生の味覚を育む大切な時

期です。離乳食・幼児食の専門家たがみさんと管理栄養士の星野

さんが、お子様の食の悩みにお答えします。天然だしの香りと、

噛む力を育む、素材のゴロゴロ感が特徴の冷凍幼児食「あむむ」

をご試食いただければと思います。「離乳食・幼児食作りの手間と

時間を手放して、その分笑顔でお子様に接してあげてほしい」と

たがみさん。育仕両立を目指すお父さん、お母さんの強い味方で

す。先着7組様。1歳半〜3歳半のお子様とご参加ください。

人気のメニューを子どもと一緒に試してみよう

メニュー

・ミートソース

・鮭のクリームシチュー

・具だくさん中華丼

・すきやき風煮

・ポークストロガノフ

「あむむ」
幼児冷凍食の試食・相談会
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「母力・父力UPセミナー」
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ガチャ「Q」
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ガチャ「手抜き料理」
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ガチャ「Q」
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ワイワイ座談会

「育仕両立を叶える家」
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10:00〜12:00

企画・プレゼン講座

13:00〜15:00

ガチャ「Q」
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FRI SATSUN MON TUE WED THU

2026 ４月
営　業 ⽇ ⽉曜・⽊曜

プログラム　am／10:00～12:00 
             　　     pm／ 13:00～15:00 

・イクシモプログラムは事前予約制。各回先着5名様。

・各開所日15：00～オリエンテーションを行います。

＼最新情報／＼会員登録／

＼予約申込／

イクシモは、旭化成ホームズ        お母さん大学が、実験中の協働事業。
イクシモルームでは、「育仕両立」をテーマにユニークなプログラムを提供しています。

×

10:00〜12:00

ライティング講座

13:00〜15:00

ガチャ「Q」

10:00〜12:00

ガチャ「理想の働き方」

13:00〜15:00

ガチャ「Q」

10:00〜12:00

ガチャ「育休の楽しみ方」

13:00〜15:00

ガチャ「Q」



忙しい日々にこそ、
日本の伝統を楽しむゆとりを

着物とお抹茶で

非日常のひとときを

　この日のイクシモルームは、いつもとは少し違う特別な

装い。華やかな着物姿のスタッフがお客様をお迎えし、会

場では豪徳寺の和菓子店「まほろ堂
蒼月」の上生菓子と

ともに、そこで点てた温かいお抹茶が振る舞われました。

　参加者からは「お着物姿がとても素敵で幸せな気持ちに

なった」「美味しいお菓子とお抹茶、かわいいお雛様を眺

めて、育児の疲れが癒やされた」といった声が寄せられ、

会場は終始、心安らぐ穏やかな空気に包まれていました。

雛人形が教える

親子の対話と文化の継承

　会場を彩る愛らしい表情の雛人形は、株式会社ふらここ

の提供によるもの。代表の原英洋さんによるミニセミナー

では、平安時代から続く雛祭りの歴史や、現代の暮らしに

馴染むコンパクトなお人形の魅力が語られました。

　座談会では、参加者からリアルな思い出も飛び出しまし

た。「昔のお雛様は顔が怖くて苦手だったけれど、こんな

にかわいい顔なら子どもも喜ぶ」「飾る場所がなくて諦め

ていたけれど、今のライフスタイルに合うものなら取り入

れたい」といった声。また、かつては「出し入れの際にお

行儀を教わった」というエピソードもあり、雛人形を飾る

という行為自体が、親子の教育やコミュニケーションの場

であったことを再確認する機会にもなりました。

「ミッションガチャ」で

広がる地域のつながり

　イクシモおなじみの「アイスブレイクガチャ」では、初

対面同士のお父さん・お母さんたちが和やかに交流。「近

所のママ友からイクシモを教えてもらった」という方や、

過去のイベント以来の再会を喜ぶ姿も見られました。

　地域の中で育休中や復職後の親たちが緩やかに繋がり、

仕事や社会に役立つ知恵や力を見い出す場所。そんなイク

シモルームの役割を実感するひとときでもありました。

「まほろ堂
蒼月」の生菓子「お内裏様とお

雛様」は3月限定。この日のために特別にご

用意いただいた愛らしい姿にほっこり。

伝統をスルーしない

イクシモ流の「育仕両立」

　育仕両立に奔走する毎日の中で、雛祭りのような行

事を丁寧に準備し、行うことは容易ではありません。

しかし、子どもの健やかな成長を願う日本の風習を、

忙しさを理由にスルーしてしまうのはもったいない。

　イクシモが提案するのは、無理のない範囲で「季節

や文化を楽しむ」こと。タイパやコスパを考えたコン

パクトな飾りでも、お惣菜を少し華やかに盛り付ける

だけでもいい。大切なのは、日本の美しい文化を次世

代へ繋ごうとする「心のゆとり」です。

　古き良きものを大切にする時間は、慌ただしい毎日

に潤いを与え、結果として仕事や育児への活力になり

ます。イクシモはこれからも、お父さん・お母さんの

笑顔と、その先にある子どもたちの豊かな未来を応援

していきます。

株式会社ふらここ・原英洋代表

　参加者から、「『ふらここ』にはど

のような意味があるのですか？」と

尋ねられる場面もありました。

　原代表によると、「ふらここ」とは

「ぶらんこ」を意味する古語で、和

歌にも詠まれる日本の美しい言葉。

やわらかな陽気に草花が芽吹く春の

季語でもあり、そこには「わが子を

包むあたたかい親心」への想いも込

められているそうです。

　やさしい響きと、愛らしい表情の

お人形の雰囲気が重なる素敵なエピ

ソードに、会場の皆さんもあたたか

な眼差しで耳を傾けていました。

着物姿でおもてなしするスタッフ

ふっくらしたかわいい赤ちゃんの

お顔が特徴の「ふらここ雛人形」

ーみんなの声ー

・母から娘へ想いの伝承。毎年飾ってくれた母に感謝です。

・娘が生まれてから毎年、雛人形と一緒に定点撮影。ハイハイの

頃が懐かしく、成長を実感します。

・弟もいるので、五月もお祝いしようと思います。

・実家の五段飾りは自宅が狭くて置けないため、この時期の帰省

が恒例行事になっています。

・子どもの頃から「雛人形は早く片付けないと…」と言われて育

ち、いつの間にか飾らなくなっていました。今晩さっそく出して

お顔をよく見てみます。

・復職後の多忙な日々の中、イクシモルームでの出会いが新たな

刺激になりました。

・イクシモは自分らしくいられる場で、母としての力を再発見で

きた気がします。

和菓子とお茶 de
イクシモ×ふらここ 雛雛雛 りりり祭祭祭

2026年2月23日（月・祝）、世田谷のイクシモルーム（オークラランド住宅公園内ヘーベルハウス）では

雛人形のふらここさんとの連携で、春の訪れを祝うスペシャルイベント「和菓子とお茶
de
雛祭り」を開催。

当日は多くの親子連れで賑わい、1000年の歴史を持つ「雛祭り」に心を寄せるひとときとなりました。
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